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高橋山放光寺

染色作家 古屋絵菜

放光寺は元暦元年（１１８４）源平合戦で功績をたてた安田義定が一
ノ谷の戦いの戦勝を記念して創立しています。義定は平家追討の功に
よって遠江国守に任命されて､のちに遠江国守護、禁裏守護など勤め
鎌倉幕府創業に貢献しておりますが建久５年（１１９４）８月１９日
梶原氏らの謀反の嫌疑を受け当山において自刃したと伝えています。
義定は京都や奥州平泉の平安文化を甲斐に招来することをひそかにお
もい、八尺の阿弥陀三尊をはじめ大日如来、愛染明王、不動明王など
多くの平安時代の仏像を勧請しました。源頼朝が奈良の南京佛師成朝
を鎌倉に招いて勝長寿院鎌倉の仏像を造顕していますが、義定もまた
成朝を甲州に招いて甲州仏師原（現武士原）に一大工房をもって放光
寺金剛力士像、毘沙門天像をはじめ甲州の仏像を造られたことが、最
近になって専門家の調査で分かってきました｡

放光寺の寺宝「阿弥陀三尊図（阿弥陀
浄土図）」は、法隆寺金堂壁画の現存最
古の模写。
放光寺に羅漢堂を建立したいと発願し
た真下晩菘が五百羅漢画像二百二十幅
をお寺に寄贈しました。これに感動し
た知恩院管長となる鵜鸕徹定 ( うがい 
てつじょう ) が五百羅漢堂の本尊とし
てこの阿弥陀三尊図を寄贈しました。

「阿弥陀三尊図（阿弥陀浄土図）」
「放光寺本堂」

「義定毘沙門天像」 「境内を彩る蓮」

「八重の桜」（一部）

山梨県生まれ。2011 年、武蔵野美術大学工芸工業デザイン科テキスタイル大学院修了。染色作家であ
る母の影響を幼少期から受け、武蔵野美術大学在学時にろうけつ染めを本格的にスタート。現在も主
にろうけつ染めを用いて、花をモチーフとした作品を制作・発表している。
2013 年には NHK 大河ドラマ『八重の桜』において、5月度のオープニングタイトルバック用に作品を提供。
近年は上海でも展示を行い、その活動は日本国内にとどまらない。


